
BC 一
八
〇
〇
頃 
金
属
器
（
銅
）
が
登
場 

青
銅
武
器 

七
七
〇 

春
秋
時
代
始
ま
る 

自
然
鉄
の
隕
鉄 

四
九
六 

呉
越
戦
争 
呉
王
闔
閭
死
去 

四
九
四 

越
王
勾
践 

呉
王
夫
差
に
命
乞
（
会
稽
山
） 

四
八
五 

呉 

斉
を
海
上
か
ら
攻
撃
し
敗
戦 

 

四
八
二 

呉
王
夫
差
黄
池
で
盟
約 
越
王
勾
践
呉
を
攻
撃 

四
七
九 

孔
子
没
す
（
享
年
七
四
歳
） 

四
七
三 

越
、
呉
を
亡
ぼ
す 

四
六
八 

越 

首
都
を
琅
邪
へ
移
す 

四
〇
三 

戦
国
時
代
始
ま
る 

人
工
鉄
の
鋳
鉄
製
農
耕
具 

三
七
九 

越 

勢
力
衰
え
首
都
を
蘇
州
に
戻
す 

三
三
八 

秦
の
商
鞅
連
帯
責
任
制
を
敷
く 

三
三
四 

楚
、
越
を
亡
ぼ
す 

二
二
一 

秦 

天
下
統
一 

 

戦
国
末
期 

鋼
鉄
出
現 

二
一
九 

徐
福 

東
海
へ
船
出 

 
 

こ
の
頃 

鋳
鉄
脱
炭
技
術
開
発
（
鍛
造
鉄
器
の
素
材
） 

二
一
四 

万
里
の
長
城
を
築
く 

二
一
二 

阿
房
宮
完
成 

二
〇
九 

陳
勝
・
呉
広
の
乱 

二
〇
二 

劉
邦 

漢
王
に
即
位
し
前
漢
興
る 

一
五
四 

呉
楚
七
国
の
乱 

二
世
紀 

鋳
鉄
か
ら
鋼
鉄
を
製
造
（R

・
テ
ン
プ
ル
） 

一
一
九 

漢
武
帝 

塩
鉄
酒
専
売
制 

一
〇
九 

漢
王 

滇
国
に
金
印
授
与 

一
〇
八 

漢
武
帝 

朝
鮮
半
島
に
四
郡
設
置 

一
世
紀 

銑
鉄
か
ら
錬
鉄
や
鋼
鉄
を
生
産 

炒
鋼
炉
開
発 

AD
  

八 

前
漢
亡
び 

王
莽
皇
帝
と
称
す
（
新
） 

一
八 

赤
眉
の
乱 

 

三
七 

後
漢
光
武
帝
全
国
平
定 

 

五
七 

光
武
帝
没
す 

 
 

 
 

一
八
四 

黄
巾
の
乱 

 

二
二
〇 

曹
丕 

魏
を
建
て
る 

後
漢
亡
び
る 

二
二
一 

劉
備 

蜀
を
建
て
る 

 

二
二
二 

孫
権 

呉
を
建
て
る 

 

二
六
三 

魏 

蜀
を
亡
ぼ
す 

二
六
五 

司
馬
炎 

西
晋
を
建
て
る 

魏
亡
び
る 

二
八
〇 

西
晋 

呉
を
亡
ぼ
し
中
国
を
統
一 

  

三
一
六 

匈
奴 

西
晋
を
亡
ぼ
す 

  

五
八
九 

隋 

全
国
統
一 

 

六
一
八 

唐
、
隋
を
亡
ぼ
す 

 

 

中 

国 

大 

陸 

BC 
 

一
〇
世
紀 

 

説
一
弥
生
時
代
開
始 

（
歴
博 

板
付
遺
跡
炭
化
物
Ａ
Ｍ
ＳC14

法
） 

六
〇
〇
〜
五
〇
〇 

水
田
稲
作
技
術 

菜
畑
遺
跡 

   

五
世
紀 

 

説
二 

弥
生
時
代
開
始 

 
 
 
 

こ
の
頃
か
ら
弥
生
人
渡
来
（
海
人
） 

    
 

 

四
〜
三
世
紀 
説
三 

弥
生
時
代
開
始 

 
北
部
九
州
に
稲
作
と
金
属
器 

  

三
世
紀 

 

説
四 

弥
生
時
代
開
始 

 

二
世
紀 

青
銅
器
製
造
（
吉
野
ヶ
里
遺
跡
） 

 
 
 
 
 

鉄
器
・
石
器
の
完
成
品
輸
入 

 
 
 
 
 

日
本
最
古
の
絹
織
物
（
早
良
区
有
田
遺
跡
） 

一
世
紀
頃 

石
器
減
少 

北
九
州
で
甕
棺
墓 
前
漢
鏡 

弥
生
時
代
中
期
前
半 

鉄
の
精
錬
開
始 

工
耕
具
鉄
器
化 

 
 
 
 
 
 
 

志
賀
島
で
細
形
銅
剣
鋳
型
出
土 

AD
 

 

五
七 

「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
紫
綬 

一
世
紀
頃 

青
森
県
で
水
田
稲
作 

高
樋
遺
跡 

 
 
 
 
 

輸
入
鉄
器
日
本
列
島
に
広
ま
る 

一
〇
七 

倭
国
王
後
漢
に
生
口
一
六
〇
人
献
上 

 

こ
の
頃 

北
部
九
州
の
大
型
片
刃
鎌
出
現
（
舶
載
品
） 

二
世
紀
〜 

独
自
の
鉄
製
品 

方
形
鍬
・
鋤 

大
型
戈 

 
 
 
 
 

大
陸
製
磨
製
石
器
消
滅 

一
八
四
頃 

倭
国
乱
れ
る 

古
墳
時
代 

刳
舟
船
底
の
準
構
造
船
（
西
都
原
古
墳
出
土
） 

 

二
三
九 

卑
弥
呼 

帯
方
郡
に
使
者
を
送
る
（
金
印
仮
授
） 

二
四
三 

卑
弥
呼
魏
に
朝
貢 

三
世
紀
後
半
〜 

古
墳
時
代
開
始 

二
七
二
（
応
神
三
）
阿
曇
連
の
祖
大
浜
宿
禰
海
人
を
鎮
静 

二
七
四
（
応
神
五
）
海
人
部 

山
守
部
を
定
め
る
（
紀
） 

 

四
世
紀
前
半 

朝
鮮
半
島
か
ら
騎
馬
民
族
渡
来
（
江
波
説
） 

 

三
六
九 

倭 

朝
鮮
半
島
へ
出
兵 

任
那
府
を
置
く
？ 

三
九
一 

倭 

百
済
・
新
羅
を
破
り 

高
句
麗
と
戦
う 

     

五
〜
六
世
紀 

日
本
独
自
の
砂
鉄
精
錬
法
タ
タ
ラ
開
発 

 

六
四
五 

大
化
の
改
新 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
六
三 

白
村
工
の
戦
い
で
大
敗 

  

七
〇
一
〜
大
宝
律
令
施
行 

奈
良
時
代
開
始 

七
一
二 

古
事
記
編
纂 

七
一
三 

風
土
記
編
纂
官
命
発
布 

地
名
に
二
好
字
使
用 

七
二
〇 

日
本
書
紀
編
纂 

 

日 

本 

列 

島 

BC 
          

三
三
四 

史
記
に
「
燕
は
東
に
朝
鮮
」
の
記
述
あ
り 

四
〜
三
世
紀 

西
北
で
鉄
器
使
用 

三
世
紀 

朝
鮮
式
銅
剣 

二
二
二 

燕 

秦
に
亡
ぼ
さ
れ
る 

 

一
九
四
頃 

燕
人
の
衛
満 

衛
氏
朝
鮮
を
建
て
る 

 

一
〇
八 

前
漢
、
衛
を
亡
ぼ
し
四
郡
を
置
く
（
楽
浪
、 

臨
屯
、
玄
菟
、
真
番
） 

 

鉄
製
造
技
術
広
ま
る 

鉄
製
武
器
使
用 

 

八
二 

臨
屯
・
真
番
を
廃
止 

楽
浪
・
玄
菟
に
吸
収 

 

七
五 

玄
菟 

事
実
上
崩
壊 

 

五
七 

新
羅
建
国 

 

三
七 

高
句
麗
建
国 

 

一
八 

百
済
建
国 

紀
元
前
後 

細
形
銅
剣
使
用 

AD
 

 
二
二 

高
句
麗 

扶
余
を
討
つ 

 
三
〇 

王
調
の
反
乱 

漢 

楽
浪
郡
の
七
県
を
放
棄 

 

三
七 
高
句
麗 

楽
浪
郡
を
襲
う 

一
〜
二
世
紀 

鉄
鉱
石
か
ら
鉄
を
製
造 

一
〇
五 

高
句
麗
遼
東
を
侵
す 

一
一
一 

夫
余 
楽
浪
郡
へ
侵 

高
句
麗 

後
漢
へ
入
献 

一
一
八 

高
句
麗 

濊

貊
と
漢
の
玄
菟
郡
を
襲
う 

一
二
一 

後
漢 

高
句
麗
馬
韓濊

貊
を
討 

一
四
六 

高
句
麗 

遼
東
を
侵
す 

一
九
六
〜
二
一
九 

 

（
二
〇
五
）
公
孫
氏 

帯
方
郡
を
置
く 

二
三
六 

高
句
麗 

呉
の
使
者
を
殺
し
魏
へ
送
る 

二
四
六 

魏 

濊

貊
を
侵
す 

韓
の
数
十
国 
魏
に
服
属 

二
六
一 

韓
・濊

 

魏
に
入
献 

二
七
七 

馬
韓 

西
晋
に
入
献 

三
一
三 

百
済 

新
羅
台
頭 

 
 
 
 

高
句
麗 

楽
浪
郡
を
亡
ぼ
す 

三
一
四 

高
句
麗 

帯
方
郡
を
陥
落
す 

三
五
五 

高
句
麗
王 

前
燕
よ
り
冊
封
を
受
け
る 

三
六
九 

高
句
麗 

百
済
に
敗
れ
る 

四
世
紀
後
半 

馬
韓
亡
び 

百
済
興
る 

  

三
九
六 

高
句
麗 

百
済
を
討
つ 

三
九
七 

百
済 

倭
国
と
好
結 

五
二
〇 

新
羅 

律
令
制
定 

五
六
二 

加
耶
諸
国
新
羅
に
吸
収
さ
れ
る 

六
四
五
頃
高
句
麗
、
百
済
、
新
羅
戦
国
時
代 

六
六
三 

百
済
亡
び
る 

六
六
八 

高
句
麗
亡
び
る 

六
七
六 

新
羅 

朝
鮮
半
島
を
統
一 

 
 
 
 

朝 

鮮 

半 

島 

弥生時代区分 
前期：ＢＣ３～２世紀 
中期：ＢＣ２～ＡＤ１世紀 
後期：ＡＤ１～３世紀 
（佐賀県教育委員会） 

 
 
 
 
 
 

中
国
正
史 

BC 

九
一
年 

司
馬
遷           

『
史
記
』 

AD
 

一
世
紀 

班
固
（
九
二
没
）   

『
前
漢
書
』 

三
世
紀 

魚
豢
（
？
没
）     

『
魏
略
』 

三
世
紀 

陳
寿
（
二
九
七
没
） 

『
三
国
志
』 

五
世
紀 

范
曄
（
四
四
五
没
） 

『
後
漢
書
』 

七
世
紀 

挑
思
廉
（
六
三
七
没
）『
梁
書
』 

七
世
紀 

魏
徴
（
六
四
三
没
） 

『
隋
書
』 

七
世
紀 

房
玄
齢
（
六
四
八
没
）『
晋
書
』 

六
六
〇
年 

張
楚
金          

『
翰
苑
』 



 


